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今月の表紙

広報さかわ

９月号
令和８年９月１日 発行

平成元年から、常呂町（現北見市）と始まった、児童
がお互いの町を行き来する、生徒体験交流学習。今年
は佐川の児童５人が北見市を訪問し、４日間現地の児
童５人と一緒にさまざまなことを学びました。写真は
最終日に少し照れながらお別れするシーンです。

　
夏
休
み
期
間
中
、
町
内
で
も
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

回
は
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
た
２
つ
の
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
尾
川
地
区
「
夏
休
み
子
ど
も
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」。
８
月
７
日
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
た
い
こ

岩
に
て
地
域
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
９
年
ほ
ど
前
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
を
作
り
た
い
と
の
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
も
の

で
、７
月
に
尾
川
小
中
学
校
に
申
し
込
み
書
が
配
ら
れ
、完
全
予
約
制
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
保
護
者
２
人
を
含
む
18
人
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
参
加
し
、
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
斗
賀
野
地
区
「
お
箸
も
お
椀
も
竹
で
作
ろ
う
！
流
し
そ
う
め
ん
大
作
戦
！
」。
８
月
12
日

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら
に
て
、
小
学
生
や
保
護
者
を
対
象
と
し
た
流
し
そ
う
め
ん
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
に
地
域
住
民
、
子
ど
も
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
交
流
を
深
め

た
い
と
の
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
中
止
と
な
り
、
近

年
は
竹
水
鉄
砲
作
り
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
令
和
元
年
以
来
の
復
活
と
な

り
、
児
童
15
人
や
協
力
隊
員
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
参
加
し
、
満
腹
に
な
る
ま
で

猛
暑
の
な
か
で
の
清
涼
感
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

町内の夏休み！

3 広報さかわ　R8.9 2広報さかわ　R8.9

特集（町内の夏休み！）� 2

高北国保病院 � 3

かわせみ � 4

おしらせ � 7

ボタニカルニュース � 20

さかわ観光協会 � 21

地質館だより - 桜座 Information � 22

青山文庫だより � 23

佐川町立図書館さくと � 24

さかわ学校だより -佐川高等学校 � 25

高北国保病院　☎︎０８８９−２２−１１６６

・第２、第4土曜日の午前は内科の外来診察
・外科の当直日の17時15分～18時30分及びその翌日（休日の場合を除く）の7時15分～8時30分は内科または整形外科の医師が当直をします。
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町内の救急告示病院の休日 ･夜間の当直（宿直・日直）診療科のお知らせ

清和病院　☎︎０８８９−２２−０３００
日曜日・祝日 月曜日※ 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
内科または
外科または
精神科

精　神　科 外　　　科 外　　　科 外　　　科 内科または外科 外科日
宿

高北国保病院 TEL	 0889-22-1166
FAX	 0889-22-2047

高北国保病院

秋も注意！ 脱水症を防ぎましょう
看護師　西森　大貴

体の中の水分と塩分が不足して起こるのが「脱水症」です。主な症状は口の渇き、めまい、体の
だるさなど。重くなると命に関わることもあります。

◆ 予防のポイント
のどが渇く前に、こまめに水分をとりましょう。水だけでなく塩分もとれるスポーツドリンクや
経口補水液がおすすめです。風邪や嘔吐のときは特に注意しましょう。また、日頃から体調管理を
行いましょう。

◆ 脱水症かな？と思ったら
涼しい場所で休み、水分・塩分を補給してください。吐き気で水分がとれない、意識がないなど
の重篤な場合は、すぐに医療機関に相談するか救急車を呼びましょう。

◆ 高齢者・乳幼児はとくに注意
高齢者や乳幼児は脱水症になりやすいため、ご家族の見守りも大切
です。当院でも夏は脱水症の入院が増えています。９月になりました
が、暑い日が続きますので、こまめな水分補給を心がけましょう。

昭和 56年５月 31日以前の旧耐震基準で建築された建物は、地震による倒壊等
の危険性が高いといわれています。住宅（昭和 56年５月 31 日以前に建築された
住宅）の耐震診断は無料で実施できます。耐震化に向け先ずは耐震診断を受けましょ
う。住宅の耐震化の問合・申込先：建設課　電話 0889-22-7712

問　総務課　危機管理対策室　電話  0889-22-7700　防災行政無線確認ダイヤル　0120-331-259

自宅、賃貸住宅の耐震診断を受けましょう！


